
 

  

 

 

 

 

 

 救急医療週間  令和５年９月３日（日）～９日（土） 

救急標語  「まず行動 救える命 あなたから」  
（作者：岡本 純一さん／府中市在勤） 

 

≪救急車の適正な利用について≫ 

 増加する救急出動件数と救急隊の現場到着時間 

救急出動件数が過去最多の令和４年は、救急車が現場に到着するまでに平均９分４３秒か 

かっています。救急車の要請が多く、近くの救急車が出場している場合、遠くにいる救急車 

が出場することになり到着までに時間がかかる場合があります。引き続き、救急車の適時、 

適切な利用にご協力お願いします。 

 

  

 

 

「自分で病院に行ったほうがいいかな？」、「救急車を呼んだほうがいいかな？」と迷ったら、

以下の二通りの方法をご利用ください。 

①東京消防庁救急相談センター「♯７１１９」に電話をする。（２４時間・年中無休） 

②インターネットで「東京版救急受診ガイド」を検索する。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

９月９日は救急の日です 

２ 年 ９ 月 号 

城 東 消 防 署 

 

令和５年９月号

図 平均現場到着時間の推移（令和元年から令和４年） 

 

令和４年

令和３年

令和２年

令和元年

平均現場到着時間の推移

６分３５秒

９分４３秒 
７分２０秒 

６分２９秒 



 

 

 

震災名：関東大震災 

地震名：関東地震 

発生日時：１９２３年(大正１２年） 

       ９月１日(土）１１時５８分 

震源地：神奈川県西部松田付近 

震源の深さ：２５㎞  

地震の規模：マグニチュード 7.9 

死者：約１０万５千人  

消失家屋（全壊全焼流出）：約２９万３千棟 

 

 

 

 

 

 

 地震が起きたら！ 

地震だ！ 

まず身の安全 

落ち着いて 

火の元確認 初期消火 

火災や津波 

確かな避難 

地震が発生したときに一番大切なこと

は身を守ることです。揺れを感じたり、

緊急地震速報を受けた時は、丈夫なテ

ーブルの下などに身を寄せ、揺れがお

さまるまで、身の安全を最優先に行動

することが大切です。 

火を使っている時は、揺れがおさ

まってから、あわてずに火の始末

をしましょう。 

出火した時は、 

落ち着いて 

消火しましょう。 

地域に大規模な火災の危険がせ

まり、身の危険を感じたら、一時

集合場所や避難場所に避難しま

しょう。また、沿岸部では大きな

揺れを感じたり、津波警報が出

されたら、高台などの安全な場

所へ素早く避難しましょう。 

 

 発生確率 都内予想最大震度 

首都直下地震 ３０年以内に約７０％ ７ 

南海トラフ地震 ３０年以内に約７０～８０％ ６弱 

お問合せ先   城東消防署 ３６３７－０１１９   東砂出張所 ３６４０－０１１９ 

大島出張所 ３６３６－０１１９   砂町出張所 ３６４８－０１１９ 

８月中の主な火災 

発生日 発生場所 火災程度等 

４日 亀戸 建物（ぼや）  

1３日 大島 その他  

１６日 新砂 建物（ぼや）  

２２日 亀戸 建物（部分焼）  

２４日 亀戸 建物（部分焼）  

他４件  

                     ほ 

令和５年城東消防署管内の災害状況 
（令和５年８月末現在） 

災 害 種 別 等 件 数 

火 災 件 数 ４７件 

火災による死者 １名 

火災による傷者 ６名 

焼 損 床 面 積 ９３㎡ 

救 助 件 数 ４００件 

救 急 件 数 １２３６８件 

救 急 搬 送 人 員 １０４２７人 

                          

ほ 

出典：武村雅之著「関東大震災大東京圏の

揺れを知る」鹿島出版会（2003）より 

今後発生が危惧される地震 

関東大震災の概要 

出典：東京都防災 HP等をもとに東京消防庁にて作成 


